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および機能拡張ツールの構築 
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論 文 要 旨 

 

CommonMP は、河川の水理・水文に関するさまざまな解析をパソコン上で容易に行うことのできる水理・水文

シミュレーションの基盤ソフトウェアであり、国土交通省国土技術政策総合研究所が中心となり、開発されてきた。 

本論文は、この CommonMP を用いて、近畿管内の 6 水系を対象とする貯留関数法モデル、および、7 水系を対

象とする準二次元不等流計算の計算プロジェクトを構築するという業務を通じ、得られた知見について取りまとめ

たものである。 

また、本論文で対象とした計算プロジェクトのうち、貯留関数法の計算プロジェクトについては、入力データと

して流域平均雨量のデータが必要となる。そのデータ作成を容易に行えるよう、雨量観測所の座標と流域界データ

に基づき、ティーセン法で流域平均雨量を算定することのできる、CommonMP の機能拡張ツールの開発も、合わ

せて行った。 

キーワード：CommonMP，貯留関数法，準二次元不等流計算，ティーセン法 

 

 

ま え が き 

CommonMP は、パソコン上で、準二次元不等流計算な

どによる水理解析や、貯留関数法などによる水文解析を行

う際に、その具体的な計算モデルを構築したり、あるいは

その構築した計算モデルを実行して結果を画面上に表示

することのできる、水理・水文シミュレーションの基盤ソ

フトウェアである。 

CommonMP のユーザーは、CommonMP の画面上で、各

種の水理・水文演算を行う要素モデルや、インプットデー

タをファイルから読み込む入力要素などを自由に配置、接

続し、さまざまな水理・水文のシミュレーションモデルを

作成することができる。 

このような CommonMP およびその要素モデルは、国土

交通省国土技術政策総合研究所のウェブサイトから無償

でダウンロードでき、誰もが自由に利用可能なものとなっ

ている。図－１に、CommonMP の画面を示す。 

従来、こうした水理・水文シミュレーションを行うため

のソフトウェアは、わが国では各研究機関や企業ごとにバ

ラバラに開発されることが多かったが、今後は、

CommonMP を用いることにより、河川の計画・管理に関

わる関係者が同じ計算ツール・計算データを共有し、それ

により、互いにかみ合った、より有意義な議論ができるよ

うになることが期待されている。 

また、CommonMP は、プログラミングに詳しくない人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ CommonMPの画面 

 

も扱うことができるため、水理・水文現象の把握や、その

計算に対する理解を深める上でも役立つものとなってい

る。 

本論文は、近畿地方整備局水災害予報センターからの委

託により、上述の CommonMP を用いて、近畿管内の 6 水

系を対象とする貯留関数法モデル、および、7 水系を対象

とする準二次元不等流計算の計算プロジェクトの構築を

行い、その業務を通じて得られた知見についてとりまとめ

たものである。 

河川管理者においては、河川整備計画等に基づいて事業
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を実施したり、河川維持管理計画に基づいて河川の状況を

把握する際に、流出解析や水位計算のシミュレーションが

必要となる場合があり、そのような場合に CommonMP を

利用することで、シミュレーションを簡便に実行できるよ

うにすることが、本論文における計算プロジェクト構築の

主たる目的となっている。 

 

１．CommonMP貯留関数プロジェクトの構築 

CommonMP による貯留関数プロジェクトの構築は、下

記の 6 水系を対象に行った。 

対象水系：新宮川，加古川，揖保川，円山川，由良川，

北川 

また、これらの各水系ごとに、計算プロジェクトは表－

１に示す２種類を作成した。 

 

表－１ 構築したCommonMP貯留関数プロジェクト 

計算プロジェクト ① 河川整備計画モデル ② 現況モデル 

計算条件（河道） 

  〃  （ダム） 

整備計画河道 

整備計画の操作ルール 

現況の河道 

現行の操作ルール 

対象洪水 整備計画の対象洪水 近年の代表的な実績洪水

 

図－２に、CommonMP による貯留関数プロジェクト構

築の模式図を示す。 

この図に示すように、CommonMP の貯留関数プロジェ

クト構築は、ほぼ元の貯留関数法のモデル図のとおりに流

域モデル、河道モデル、ダムモデル等を配置することによ

り行っている。また、各流域に対して、CSV ファイルから

雨量データを入力するための入力要素を接続し、基準地点

に対しては、計算結果を CSV ファイルに書き出す出力要

素、および、画面上にグラフ表示する出力要素を接続した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 貯留関数プロジェクト構築の模式図 

 

この図－２のような貯留関数プロジェクトを構成する

にあたって、要素モデルとして、貯留関数法（流域、河道）、

および、ダムのモデルが必要となる。 

それらの要素モデルは、CommonMP のウェブサイトに

おいて、自由にダウンロードできるものが公開されている

が、今回対象とする各水系の河川整備計画等で用いられて

いる計算方法を確認したところ、それらの公開されている

要素モデルでは対応できない計算も含まれていることが

分かった。その主な内容について、表－２に示す。 

 

表－２ CommonMPの既存の要素モデルの計算方法と 

各河川の計算方法の主な違い（貯留関数法） 
 
 既存の要素モデルに 

おける計算方法 

各河川で用いられ 

ている計算方法 

一次流出率の扱

い（流域モデル）

流域を流出域・浸透域

に分ける方式のみを採

用している。 

流域を流出域・浸透域に

分ける方式と、雨量に一

次流出率を掛けて有効雨

量とする方式がある。 

二段河道の対応

（河道モデル） 

定数K,Pは１段のみで

あり、2段のK,Pには対

応していない。 

溢水して氾濫原と一体にな

り流下する河道は、2段の

K,Pを用いる場合がある。

遅滞時間TLの制

約（流域モデル

・河道モデル）

遅滞時間TLが、計算時

間間隔tの整数倍にな

っている必要がある。 

計算時間間隔tの整数倍

ではない、きりの悪い遅滞

時間TLも多く用いられる。

ダムの種類 

（各種ダムモデル）

定率定量方式、自然調

節方式の要素モデルが

用意されている。 

バケットカット方式、遅

らせ操作方式など、左記

以外のダムもある。 

 

計算プロジェクトを構築するにあたり、表－２のような

既存の要素モデルで対応できない計算処理については、新

規の要素モデル１）を作成することで対応した。 

作成した要素モデルは、貯留関数法（流域および河道）、

各種のダムモデル、霞堤モデル等である。 

それらの要素モデルを用いて、CommonMP で各水系の

貯留関数プロジェクトを構築し、計算を実行したところ、

従来の計算結果を概ね再現することができた。 

すなわち、大半の河川においては従来の計算結果とハイ

ドログラフがほぼぴったり一致し、また、それ以外の河川

においても、ピーク流量の誤差率にして 2%程度の高い再

現性を得ることができた。 

 

２．準二次元不等流計算プロジェクトの構築 

CommonMP による準二次元不等流の計算プロジェクト

の構築は、下記の 7 水系の直轄管理区間を対象に行った。 

対象水系：新宮川，加古川，揖保川，円山川，由良川，

北川，九頭竜川 

また、これらの各水系について、計算プロジェクトは表

－３に示す２種類を作成した。 

 

表－３ 構築したCommonMP準二次元不等流計算プロジェクト 

計算プロジェクト ① 河川整備計画モデル ② 現況モデル 

計算条件 整備計画河道 現況の河道 

対象洪水 整備計画の対象洪水 近年の代表的な実績洪水

流域1

流
域
2 ダム1

河
道
1

流
域
3

河
道
2

基準
地点

【アウトプット】
基準地点の流量
（グラフ表示）

【アウトプット】
基準地点の流量
（CSVファイル）

【インプット】
流域平均雨量 
（CSVファイル）

元となるモデル図 CommonMP計算プロジェクト 
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図－３に、CommonMP による準二次元不等流計算プロ

ジェクト構築の模式図を示す。 

この図に示すように、CommonMP の準二次元不等流計

算プロジェクトは、本川や支川といった 1 本ずつの河川ご

とに 1 個の準二次元不等流計算要素モデルを置き、その左

側には出発水位や流量配分の入力要素を、また右側には、

水位縦断分布の計算結果を CSV ファイルに書き出す出力

要素、および、画面上にグラフ表示する出力要素を接続し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 準二次元不等流計算プロジェクト構築の模式図 

 

この図－３の計算プロジェクトを構成するにあたり必

要となる準二次元不等流計算の要素モデルは、CommonMP

のウェブサイトにて、自由にダウンロードできるものが公

開されているが、今回対象とする各水系の河川整備計画等

で用いられている計算方法を確認したところ、その公開さ

れている要素モデルでは対応できない計算も含まれてい

ることが分かった。その主な内容について、表－４に示す。 

 

表－４ CommonMPの既存の要素モデルの計算方法と 

各河川の計算方法の主な違い（準二次元不等流計算） 
 
 既存の要素モデルに 

おける計算方法 

各河川で用いられ 

ている計算方法 

境界混合係数 樹木が無い区間で境界混

合係数を用いない。 

樹木の有無にかかわらず、

境界混合係数を考慮する。

射流の判定 フルード数が 0.95 を超え

る場合は限界水深とする。 

フルード数が 1.0 以上の

場合は限界水深とする。

砂州等による

水位上昇量 

自動計算される（値の指

定ができない）。 

河川により設定方法に違い

がある。 

 

計算プロジェクト構築にあたり、表－４のような既存の

要素モデルで対応できない計算処理については、新規の準

二次元不等流計算要素モデル１）を作成することで対応した。 

なお、前述の貯留関数法の際には、流域と河道の各モデ

ルについて、それぞれ１個の新規要素モデルを作成するこ

とで、それを全河川に適用することができたが、準二次元

不等流計算については、表－４に示す以外にもさまざまな

計算方法の違いが河川ごとにあり、全河川に適用できるよ

うな統一的な要素モデルの作成は困難であった。このため、

各河川ごとに、専用の準二次元不等流計算要素モデルを作

成するものとした。 

それらの要素モデルを用いて CommonMP で各水系の準

二次元不等流計算プロジェクトを構築し、計算を実行した

ところ、従来の計算結果との水位差は 5cm 以内に収まり、

概ね従来の計算を再現できたと評価できる。 

 

３．流域平均雨量算出ツールの作成 

上記で構築した計算プロジェクトのうち、たとえば貯留

関数プロジェクトは、今後、対象水系で大雨が発生した場

合に、流出現象の再現計算をするのに用いることができる。 

しかし、貯留関数プロジェクトにおいては、雨量のイン

プットデータとして、各部分流域の流域平均雨量を与える

必要があり、あらかじめ、テレメーターやレーダー等のデ

ータを元に、各部分流域の流域平均雨量を算出しておかな

ければならない。 

CommonMP のウェブサイトでは、流域平均雨量算出の

要素モデルが公開されており、ダウンロード可能であった

が、この要素モデルは、あらかじめ別途計算されたティー

セン係数を用いるものであり、ティーセン係数を計算する

ツールを持たない場合には、流域平均雨量の算出ができず、

このため貯留関数法の計算プロジェクトも使うことがで

きないということが起こりうる。 

このため、本論文で構築した貯留関数プロジェクトを有

用なものにするためには、ティーセン係数を計算して流域

平均雨量を算出するツールも合わせて用意することが必

要と考え、そのようなツールの構築を行った。 

構築した流域平均雨量算出ツールの機能について、以下

に示す。 

（１）欠測状況に応じたティーセン係数の算出 

流域平均雨量を算出するためのインプットデータは、雨

量観測所で観測される地点雨量データとし、計算方法はテ

ィーセン法を用いるものとした。 

また、計算の際に、ティーセン係数データはあらかじめ

用意しておくのでなく、雨量観測所の座標データと流域界

の座標データをもとに、毎回ティーセン分割を自動的に実

施して算出するものとした。これにより、各時刻毎に、デ

ータの欠測状況に応じた流域平均雨量をつねに適切に算

出することができる（図－４）。 

本川

【インプット】 
出発水位（CSVファイル） 

【インプット】 
流量配分（CSVファイル） 

【アウトプット】 
水位縦断（CSVファイル） 

【アウトプット】 
水位縦断（グラフ表示） 

支川 

【インプット】 
出発水位（CSVファイル） 

【インプット】 
流量配分（CSVファイル） 

【アウトプット】 
水位縦断（CSVファイル） 

【アウトプット】 
水位縦断（グラフ表示） 
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図－４ 流域平均雨量算出ツールとその入出力ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ インプットデータ（統一河川情報システムから出

力される形式の地点雨量CSVファイル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ アウトプットデータ 

（CommonMPで用いられる様式のCSVファイル） 

（２）入出力ファイルの様式 

ツールへのインプットデータ（地点雨量データ）は、統

一河川情報システムから出力される形式の CSV ファイル

（図－５）を用いるものとした。 

また、ツールからアウトプットされるファイル（流域平

均雨量）は CommonMP で定められる CSV ファイルの様式

に従った（図－６）。 

雨量観測所の座標データ、および、流域界の座標データ

は、CSV 形式、SHP 形式の２種類を使用可能とした。この

うちCSV形式のデータはExcel等で編集できるという利点

があり、また、SHP 形式のデータについては CommonMP- 

GIS 上で表示、編集することができる（図－７、図－８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ CommonMP-GISによる雨量観測所、流域界データ

（shp形式）の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（流域を結合し、基準地点より上流を一つにまとめた例。このよう

に上流域を一つにまとめた流域データを作成することにより、基準

地点上流の全体的な流域平均雨量の算出等も行うことができた。） 

図－８ CommonMP-GISによる流域界データ（shp形式） 

の編集の例 

流域平均雨量算出 
（ティーセン法）ツール 

 

• ティーセン係数を自動的に計算。 
• 流域平均雨量を計算。 

地点雨量CSVファイル 
（統一河川情報システムから出力） 

流域平均雨量CSVファイル 
（CommonMP入力用の形式） 

インプット 

アウトプット 

インプット 

インプット 

全雨量観測所（ ） 
の座標データ 

各流域（  や   
など）の流域界 
の座標データ 
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（３）入力雨量データの確認機能 

流域平均雨量計算ツールでは、インプットデータ（地点

雨量データ）を読み込んだら、その雨量を地点ごとにグラ

フ表示させられるものとした（図－９）。これにより、各

地点ごとにデータに異常が無いかを確認でき、さらに、異

常なデータのある雨量観測所については、流域平均雨量の

算定から除外できるシステムとすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 入力雨量データの確認 

 

（４）ツールの構築方法 

流域平均雨量計算ツールは、CommonMP の機能拡張ツ

ール２）として動作するよう、構築した（図－１０）。 

これにより、本ツールの配布やインストールを行いやす

くすることができた。 

 

４．本研究の成果 

本研究では、CommonMP を用いて、近畿管内の 6 水系

を対象とする貯留関数法モデル、および、7 水系を対象と

する準二次元不等流計算の計算プロジェクトを構築し、そ

れぞれ、各水系における従来の計算結果を概ね再現するこ

とができた。 

また、貯留関数プロジェクトの入力データとなる流域平

均雨量のデータを作成できるよう、雨量観測所の座標デー

タと流域界データに基づきティーセン法で流域平均雨量

を算出する CommonMP の機能拡張ツールを作成した。 

これらの CommonMP 計算プロジェクトおよび機能拡張

ツールにより、図－１１に示すように、今後、対象水系で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０ 流域平均雨量計算ツールの起動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１１ 洪水の水位の再現計算の流れ 

（CommonMP計算プロジェクトおよび機能拡張ツールの利用） 

クリック 

① CommonMP のメニューで「ツールの起動」を選択。 

② 機能拡張ツールのランチャーが現れ、その中に「流域平均雨量算出

（ティーセン法）」のアイコンがある。 

③ ランチャーから、「流域平均雨量算出（ティーセン法）」を選択する

と、ツールが起動する。 

洪水時の水位縦断分布

（ツール） 

 統一河川情報システム

 水文水質データベース

 等 

 CommonMP流域平均雨

量算出ツール 

 CommonMP貯留関数プ

ロジェクト 

 CommonMP準二次元不

等流計算プロジェクト

一
連
の
作
業
が
可
能

洪水発生 

データの収集 

地点雨量データ

流域平均雨量の計算 

貯留関数法による流出計算 

準二次元不等流による水位計算 

区間ごとのピーク流量

流域ごとの流域平均雨量

グラフ表示 
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大雨が発生した場合等に、その流出現象の再現計算、およ

び、河川水位の再現計算を行うことのできる一連のツール

を整備することができた。 

 

あ と が き 

本論文で構築した CommonMP 要素モデルや機能拡張ツ

ールについては、その内容をさらに洗練させ、今後の

CommonMP の発展、普及に寄与することができれば幸い

である。 

本研究を実施するにあたり、国土交通省近畿地方整備局

水災害予報センター、および、各河川事務所より、貴重な

資料を提供していただきました。記して謝意を表します。 
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